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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公表番号】特表2011-500049(P2011-500049A)
【公表日】平成23年1月6日(2011.1.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-001
【出願番号】特願2010-529468(P2010-529468)
【国際特許分類】
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   Ｃ１２Ｎ   7/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
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   Ｃ１２Ｎ   7/00    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
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   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月17日(2011.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レオウイルス科に属するウイルスのゲノムを修飾する方法であって、
（ａ）レオウイルスゲノムの修飾部分をコードする核酸を細胞に導入する工程、
（ｂ）前記細胞にレオウイルスを感染させる工程、及び
（ｃ）修飾ウイルスの産生を誘導する条件下で、前記細胞を維持する工程を含み、
前記修飾ウイルスが、工程（ｂ）で使用されるレオウイルスと比較して、前記レオウイル
スゲノムの修飾部分を含む修飾ゲノムを含む、前記方法。
【請求項２】
　前記レオウイルス科に属するウイルスが、オルトレオウイルス種、オルビウイルス種、
ロタウイルス種またはコルティウイルス種である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記レオウイルスゲノムを含む１種以上の二本鎖ＲＮＡゲノムセグメントを修飾する、
請求項１または２のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項４】
　１種以上の前記二本鎖ＲＮＡゲノムセグメントの一部分又は複数部分を修飾する、請求
項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ゲノムによってコードされた１種以上のウイルス成分を修飾する、請求項１～４のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記１種以上のウイルス成分が、構造成分および／または非構造成分である、請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記レオウイルスゲノムを、１種以上の異種核酸配列を含むように修飾する、請求項１
～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記異種核酸配列が、細胞死もしくはアポトーシスを誘導するか、または１種以上の細
胞過程を阻害もしくは抑制し得る化合物をコードする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記細胞に導入される前記核酸が、ＲＮＡポリメラーゼＩＩ依存性転写カセット内に含
まれる、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＲＮＡポリメラーゼＩＩ依存性転写カセットが、レンチウイルスベクターである、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　レオウイルス科に属するウイルスの細胞指向性を修飾する方法であって、
（ａ）レオウイルスの修飾成分をコードする核酸を細胞に導入する工程、
（ｂ）前記細胞にレオウイルスを感染させる工程、及び
（ｃ）修飾された細胞指向性の修飾レオウイルスの産生を誘導する条件下で、前記細胞を
維持する工程を含み、
修飾された指向性の前記修飾レオウイルスが、工程（ｂ）で使用されるレオウイルスと比
較して、レオウイルスの前記修飾成分を含む、前記方法。
【請求項１２】
　レオウイルスタイプ３、ディアリング株（Ｔ３Ｄ）のσ－１（Ｓ１）カプシドタンパク
質を修飾する方法であって、
（ａ）修飾Ｔ３ＤのＳ１タンパク質をコードするｃＤＮＡを含むレンチウイルスベクター
を細胞に導入する工程、
（ｂ）前記細胞にＴ３Ｄウイルスを感染させる工程、及び
（ｃ）修飾Ｓ１タンパク質を有する修飾Ｔ３Ｄウイルスの産生を誘導する条件下で、前記
細胞を維持する工程を含み、
修飾Ｓ１カプシドタンパク質を有する前記修飾Ｔ３Ｄウイルスが、工程（ｂ）で使用され
るＴ３Ｄウイルスと比較して、前記修飾Ｓ１カプシドタンパク質をコードする修飾ゲノム
を更に含む、前記方法。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法によって産生されたレオウイルス科に属す
る修飾ウイルス。
【請求項１４】
　修飾レオウイルスタイプ３、ディアリング株（Ｔ３Ｄ）であって、カルボキシ末端にお
いて少なくとも１つのヒスチジン残基を含む修飾Ｓ１カプシドタンパク質を含む、前記ウ
イルス。
【請求項１５】
　修飾レオウイルスを増殖する方法であって、
（ａ）請求項１３もしくは１４に記載のレオウイルスまたは請求項１～１２の方法のいず
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れかに従って修飾されたレオウイルスを、前記修飾レオウイルスと結合または相互作用す
ることができる部分を含む細胞と、修飾レオウイルスによる細胞の感染を許容する条件下
で接触させる工程、及び
（ｂ）修飾レオウイルスの産生を誘導する条件下で、前記細胞を維持する工程を含む、前
記方法。
【請求項１６】
　前記修飾レオウイルスが、カルボキシ末端において少なくとも１つのヒスチジン残基を
含むように修飾されたＳ１カプシドタンパク質を含むＴ３Ｄレオウイルスであり、さらに
細胞の前記部分が、前記修飾Ｓ１カプシドタンパク質の前記少なくとも１つのヒスチジン
残基を結合することができる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記修飾レオウイルスが、カプシドタンパク質に対する１種以上の付加の修飾をさらに
含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記付加の修飾が、レオウイルスＴ３ＤのＳ１タンパク質のアミノ酸Ａｓｎ３６９～Ｇ
ｌｕ３８４に対する修飾を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　癌などの疾患の治療における請求項１５～１８のいずれか一項に記載の方法によって増
殖されたウイルスの使用。
【請求項２０】
　修飾レオウイルス粒子を単離する方法であって、Ｓ１タンパク質のカルボキシ末端にお
いて少なくとも１つのヒスチジン残基を有する修飾レオウイルスを、ヒスチジン結合部分
と、前記少なくとも１つのヒスチジン残基と前記ヒスチジン結合部分との間の結合を許容
する条件下で接触させる工程を含む、前記方法。
【請求項２１】
　レオウイルス科のメンバーによって引き起こされるかまたはレオウイルス科のメンバー
が寄与する疾患の予防のためのワクチンの調製における、請求項１３に記載の修飾ウイル
スの使用。
【請求項２２】
　細胞増殖及び分化障害の治療のための薬剤の製造における、請求項１３に記載の修飾ウ
イルスの使用。
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